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道路―１６－１ 

１．古江バイパスの概要 

（１）国道 220 号の概要 

国道 220 号は宮崎県宮崎市を起点として鹿児島県国分市に至る延長

186km の重要な幹線道路である。本路線は九州東南部の主要都市を結び、

物流や人の交流の上で重要な役割を担っている。 

同路線は東九州自動車道（国分 IC）や重要港湾志布志港へのアクセ

ス道路でもあり、大隅半島地域と広域圏を結ぶ上で非常に重要な路線で

ある。また、通過する市町村の沿線には人家や商店、大型商業施設等が

集積していることから、大隅地域住民の日常生活の中心的役割を担う路

線となっている。 

そのため、国道 220 号には主要幹線として、また地域の生活道路とし

て安全性、走行性、定時性の確保、さらには災害に対する強さが求めら

れているところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■一般国道 220 号のルートと古江バイパスの位置 



道路―１６－２ 

（２）国道 220 号古江バイパスの概要 

国道 220 号の鹿屋市古江にある通称「古江坂」は、急勾配なうえ、急

カーブの連続で通行車両の安全な走行を妨げている。 

古江バイパスは、このような問題を解消し安全で円滑な走行が可能と

なることを目指しており、本事業が完成することで平成 3 年度に暫定供

用した鹿屋バイパスから連続するバイパスルートが確保され、地域の発

展に大きく寄与することが期待される。 

そうした中、平成 20 年 3 月 30 日、古江バイパスの 27 工区（L=3,910m）

が一部供用した。 

○道路諸元と横断面構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■道路諸元 ■横断面構成 

（単位：m）

15.0ｍ

3.50 0.75 3.25 3.25 0.75

歩道 路肩 車道 路肩

3.50

歩道

事業区間 自)鹿屋市
かのやし

白水町
しろみずちょう

　至)垂水市新城
しんじょう

事業化年度 平成元年

延　長 L=7.5㎞

幅　員 W=15.0m

構造企画 第３種２級

設計速度 V=60㎞/h

車線数 ２車線

■古江バイパスの位置 

凡例 

事業区間 
   供用区間 
  （平成 20 年 3 月）

構造規格 



道路―１６－３ 

 
■沿道状況 

古江坂 

垂水市新城 

鹿屋大前 

起点 

鹿
屋
バ
イ
パ
ス 

終点 国分市 
▽ 

鹿屋バイパスとの接続地点（起点） 

市道白水近左線との交差点付近 

急勾配、急カーブの連続する古江坂 

平成 20 年 3 月供用バイパスルート 

古江バイパスの終点 

白水町 

凡例 

事業区間 
   供用区間 
  （平成 20 年 3 月）

鹿屋市花岡町 

バイパス⇔現道のアクセスルート 

市道白水近在線 
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２．沿線地域の社会・経済情勢の変化 

○地域の概況 

１）人口の推移 

大隅地域では人口減少が続き、高齢化も進行している。計画路線が

位置する鹿屋市では、高齢化が県平均を下回るとともに、昼夜率も 1.0

以上を維持しており、地域の中心都市として機能している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.98

1.03

0.85

0.93

0.80

0.90

1.00

1.10

H2 H7 H12 H17

夜
間

人
口

の
伸

び
（
平

成
２

年
比

）
鹿児島県

鹿屋市

大隅地域

垂水市

0.98

1.02

0.85

0.93

0.80

0.90

1.00

1.10

H2 H7 H12 H17

昼
間

人
口

の
伸

び
（
平

成
２

年
比

）

鹿児島県

鹿屋市

大隅地域

垂水市

■人口（鹿屋市、垂水市）の推移 

資料：国勢調査（各年） 

■人口昼夜率（鹿屋市、垂水市）の推移 

鹿児島県 1,752,804

鹿屋市 106,130

垂水市 18,928

大隅地域 262,685

夜間人口　（H17）

鹿児島県 1,752,159

鹿屋市 107,737

垂水市 17,861

大隅地域 259,706

昼間人口　（H17）

【昼間】 【夜間】 

■高齢化率（鹿屋市、垂水市）の推移
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※人口昼夜率：昼間人口／夜間人口
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２）産業 

大隅地域は、農業・水産業が盛んな地域であり、第１次産業人口

の占める割合が約２３％と高い。 

特に、畜産業は肉用牛、鶏、豚の生産額が全国１位の鹿児島県に

あって、大隈地域のシェアはそれぞれ、肉用牛で約 39%、鶏で 42%、

豚にいたっては 56%を占めている。 

また、水産品については、「かんぱち」の生産量は全国１位で、大

隅地域の特産品となっている。 
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16.0%

4位 2位 1位 1位 1位 1位 1位 1位 2位 2位 2位 2位 3位 3位

H15 H18 H15 H18 H15 H18 H15 H18 H15 H18 H15 H18 H15 H18

農業粗
生産額計

肉用牛 豚 鶏 いも類 加工
農産物

工芸
農作物

鹿児島県の
全国順位

4.5% 4.7%

13.8%
14.4%14.5%

13.5%

10.4% 10.2%

11.3%

13.5%

11.8%

12.9%
12.6%

13.2%

鹿児島県の
全国シェア

鹿児島県内
の大隅地域
のシェア

鹿児島県内
大隅地域以
外のシェア

■鹿児島県が生産上位を占める農産・畜産物 

資料：生産農業所得統計（H17）

■都道府県別農業産出額 

順位 都道府県名
生産額
（億円）

全国
シェア

第1位 北海道 10,527 12.2%

第2位 鹿児島県 4,079 4.7%

第3位 千葉県 4,014 4.7%

第4位 茨城県 3,988 4.6%

第5位 宮崎県 3,211 3.7%

86,321 100%全国合計

5.2%

4.9%

8.5%

8.2%

12.1%

11.7%

29.5%

26.6%

24.3%

22.3%

24.0%

21.3%

24.1%

65.3%

68.5%

67.2%

69.4%

64.0%

67.0%

53.0%

56.0%

22.9%

22.8% 21.2%

0.0% 20.0% 40 .0% 60.0% 80 .0% 100.0%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

第１次産業 第２次産業 第３次産業

H17

H12

全国

九州

鹿児島県

大隅地域

H17

H12

H17

H12

H17

H12

■産業別人口割合 

資料：国勢調査（H11、H17）

■鹿児島県が養殖生産上位を占める水産物 

資料：鹿児島農林水産統計年報（H18）

品目 全国順位
生産量

（ｔ）
全国
シェア

かんぱち 第1位 30,697 59.3%
ぶり 第1位 28,830 27.8%

ひらめ 第3位 716 15.6%
うなぎ 第1位 7,412 37.5%

■大隅地域における主なかんぱち養殖産地 

資料：漁業･養殖業生産統計年報 2005、ヒアリング調査（H20）

垂水市漁業

協同組合 

（全国第１位）

鹿屋市漁業

協同組合 

（全国第２位）

【養殖かんぱちの生産量（H17）】 

・垂水市漁業協同組合：6,230t（全国第１位）

・鹿屋市漁業協同組合：6,230t（全国第２位）
 
【出荷先】 

・九州、大阪、東京方面に陸路／海路で配送

資料：農業算出額（H15、H17） 
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３）通勤･通学流動、自動車交通流動  

通勤・通学流動をみると、鹿屋市が大隅地域の通勤・通学流動の中

心となっており、周辺市町村との日常的なつながりが強い。また、周

辺市町村から鹿屋市への通勤・通学者は増加傾向にある。 

自動車交通流動をみると、当該路線は垂水～鹿屋の日常交通に加え、

大隅地域～鹿児島市といった広域交通を分担していることがわかる。 

 

 

鹿児島市

垂水市

0～100人/日
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1,397
（+122）

63
4（
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肝属郡
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（+326

）

1,965（-4）

1,519（+196）

10（0）

66（-27）

鹿屋市 大崎町

21（-2）

35（+7）

1,637（+34）

33（-11）

2,252（-13）

334
（+59

）

H12と比較

して増

H12と比較

して減

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿児島市鹿児島市

肝属郡肝属郡

大崎町大崎町

志布志市志布志市

0～500台/日

500～1，000台/日
1，000～2，000台/日
2，000台/日～

0～500台/日

500～1，000台/日
1，000～2，000台/日
2，000台/日～

垂水市垂水市

鹿屋市鹿屋市

1,711（+436）

2290（+1057）

387（-1）

2,345
（+181

）

168
（-357

）

203（+91）

32（-118）

49（+9）

696（+286）

275
（-62

）

16
（-4

）

鹿屋－垂水間
9,179台/日

（+169台/日）

熊本・福岡
方面へ

熊本・福岡
方面へ

2,095（-125）

その他
鹿児島
県内

H11と比較して増
H11と比較して減
H11と比較して増
H11と比較して減

鹿児島市鹿児島市
4,805（+1,107）

4,785（+483）

肝属郡肝属郡

大崎町大崎町

熊本・福岡
方面へ

熊本・福岡
方面へ

志布志市志布志市

0～1，000台/日

1，000～2，000台/日
2，000～4，000台/日
4，000台/日～

106（-246）

393
（+166

）

4267（-106）

垂水市垂水市

鹿屋市鹿屋市

23
（-84

）

153（-325）

307（+195）

816（+816）

6,726（+790）

鹿屋－垂水間
23,136台/日
（+521台/日）

1,116（-59）

その他
鹿児島
県内

H11と比較して増
H11と比較して減
H11と比較して増
H11と比較して減

資料：H17 国勢調査 

（  ）は H12 国勢調査との差 

■通勤・通学流動 

■自動車交通流動 

資料：H17 道路交通センサス 

（  ）は H11 道路交通センサスとの差 

全車種 貨物
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４）自動車保有台数の推移 
九州全域の自動車の保有台数は、昭和 55 年比で 2倍程度に増加し

ている。 

鹿児島県の世帯あたり自動車保有率は全国平均を大きく上回って

おり、中でも大隅地域は 1世帯あたりの保有率が 2.0 台を上回る自動

車交通への依存度が特に高い地域となっている。 

 

■自動車保有台数の推移（昭和 55 年を 1.0 としたときの伸び率） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■世帯あたり自動車保有率 
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資料：鹿児島県統計年鑑

1.93

1.67

1.64

2.05

1.75

1.68

1.00 1.10 1.20 1.30 1.40 1.50 1.60 1.70 1.80 1.90 2.00 2.10 2.20

大隅地域

鹿児島県

九州全域

H12 H17

全国平均：1.51台/世帯
（平成17年）

H12 H17
伸び率

（H17/H12)
世帯数（千世帯） 4,998 5,164 1.033

自動車保有台数（千台） 8,185 8,694 1.062
世帯数（千世帯） 717 725 1.012
自動車保有台数（千台） 1,194 1,269 1.063
世帯数（千世帯） 110 109 0.994

自動車保有台数（千台） 211 223 1.057

鹿児島県

大隅地域

九州全域
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国道 220 号鹿屋市白水町 

 

５）交通量の推移 

国道 220 号は、大隅半島に位置する国道の中で唯一１万台を超す利

用があり、南北方向の３路線の交通分担状況をみると、国道 220 号を

利用する交通量が過半数を占めている。 

国道 220 号は大隅地域と他地域を結ぶ基幹道路として、特に重要な

ルートとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道 504 鹿屋市上成川 国道 269 号大崎町野方 

                                 資料：道路交通センサス各年 

１ 

２ ３

垂水市 

504 

269 

■交通量･混雑時旅行速度推移  
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■路線別交通量分担状況（地点①～③）

0 50 100 150 200 250 300 350

H2

H6

H9

H11

H17

①国道220号 ②国道504号 ③国道269号

（単位：百台／日　（）内はシェア）

137（57 .9）

140（58 .3）

155（57 .8）

167（58 .5）

193（60 .7）

33（13 .8）

27（11 .3）

31（11 .7）

34（11 .8）

37（11 .7）

67（28 .3）

73（30 .3）

82（30 .5）

85（29 .7）

88（27 .6）
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また、古江バイパスの一部供用により、古江バイパス～市道白水近在線

という古江坂を迂回するルートが確保された。その結果、国道 220 号と

市道白水近在線の交通量の分担割合が逆転しており、国道 220 号を通過

していた交通の多くが古江バイパスを経由するルートに転換したものと

考えられる。 

 

■一部供用（27 工区）による交通量の変化 

10,400(67.5%)

4,500(30.8%) 10,100(69.2%)

5,000(32.5%)

0 5,000 10,000 15,000 20,000

供用後（H20.10.2）

供用前（H19.12.4）

交通量（台／12h）

一般国道220号 市道白水近在線

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根木原地区 
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古江地区
古里地区

白水地区

26 工区 25 工区 27 工区 

② 
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① ② 

交通量調査実施断面
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■対車交通事故発生件数の推移（H10－H18）  ■対車交通事故分類（H15－H18） 

国道 220 号垂水市新城～鹿屋市白水町 

６）道路の走行性、走行安全性 

国道 220 号鹿屋市白水町～垂

水市新城間（約 7.2km）は縦断勾

配 8.6％の区間や登坂車線を必

要とする区間（縦断勾配 5％以

上）が 1,440m（全長の約 2 割）

含まれているなど、冬期の凍結

時には交通の難所となっている。 

なかでも古江坂（2.3km）では縦断勾配が大きい上、最小曲線半径

が 100m 以下の見通しのきかないカーブが 9 箇所もあることから重大

事故になる可能性が高くなっている。交通事故の内訳をみると、道路

線形不良が主な原因と考えられる正面衝突、転倒事故の発生が高い割

合を占めており、走行安全面での問題を抱えている。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国道 220 号現道の縦断勾配 
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■急カーブが連続する「古江坂」 
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７）沿道地域における歩行安全性 

古江地区には花岡中、古江小などが立地しており、国道 220 号は主

要な通学路となっているが、2.0m 未満の狭幅員歩道も多く存在してお

り、自転車とのすれ違いなど十分な安全性を有しているとは言い難い。

横断歩道未設置箇所（白水町）において歩行者飛び出しによる死亡事

故も発生していることから、歩行者の安全性の向上が望まれている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

凡例 

青文字 小学生（古江小、鶴羽小）の通学者数

赤文字 中学生（花岡中）の通学者数 

    人身事故の発生場所 

①③ 

② 

■小学校の通学路と人身事故（対人）発生箇所（H10年-H18 年） 

■歩道設置と利用状況 
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８）沿道環境 

古江地区は鹿屋市中心部から西方約 5km の位置にあり、生活利便性

の高い地域であることから、沿道地域には約 5 千人が居住している。 

当該区間は鹿児島市方面等への主要ルートとなっていることから、

交通量が約 1万 9千台／日と多く、昼夜共に環境基準を上回っており、

生活快適性の向上が望まれている。 

 
■地区別人口（Ｈ17）と騒音観測地点 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 ■環境基準の達成状況 
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昼間環境
基準値
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65dB

資料：環境センサス（各年） 

根木原地区

118 人 

花岡地区 

683 人 

古江地区

1,704 人

古里地区

345 人 

白水地区

1,840 人

資料：H17 国勢調査（人口）、H17 道路交通センサス（交通量）

騒音観測地点

19,311 台/日 
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３．事業の効果及び必要性 
 
 

国道 220 号古江坂（2.3km）は急勾配となっているため普通車の平地

での速度約 50km/h に対して約 7km/h も低下しており、さらに大型車は

38.6km/h であり普通車の 45.1km/h より 7km/h も遅い状況となってい

る。 
古江バイパスの供用により、古江坂を回避する線形のよいルートが確

保され、垂水市新城～鹿屋市白水町の平均旅行速度が向上することが期

待される。 
 
■縦断勾配と走行速度状況（垂水市新城～鹿屋市白水町） 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果１：円滑な走行性の確保 
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■27 工区の供用後による効果：古江坂の回避（小型車限定） 

平成 20 年 3 月の 27 工区の供用により、小型車については、市道白水近在線を介して、古江

坂の回避が可能になった。一方、大型車については、大型車通行規制により古江坂を走行せざ

るを得ず、低速走行を余儀なくされている。

古江バイパス 

27 工区 3.9km 

（平成 20 年 3 月供用）

小型車は 

古江バイパスへ転換

市道の沿道環境

を保全するため

大型車流入規制 

大型車流入規制

大型車は 

古江坂を通過

２７工区 ２６工区 ２５工区 
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古江バイパスの供用により、線形が悪く危険な国道 220 号（古江地区）

の交通量が削減することによる、交通事故の削減効果が期待される。 
 

■国道 220 号現道における事故件数（垂水市新城～鹿屋市白水町） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■国道 220 号現道における交通量（鹿屋市古里町） 
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■国道 220 号現道における交通量（鹿屋市白水） 
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効果２：走行安全性の確保 

資料：交通量推計結果 

資料：交通量推計結果 

資料：交通量推計結果 
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■道路利用者からの声 
道路利用者から、国道 220 号古江地区について、ブレーキ不能時の避難場所（安全地帯）の設

置についての要望が多く寄せられているものの、地形的制約が大きいために設置困難な状況にあ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B 社 (ヒアリング) 

鹿児島市方面の荷物が多いときは大型車で

運搬せざるをえず、不便と思いながらも古江坂

を走行している。 

古江バイパスの部分供用区間は線形がよく、

荷物を満載していても安心して走行することがで

きる。今後の全線供用に期待している。 

A 社 (ヒアリング) 

プロパンガスの運搬で古江坂を走行してる

が、台風など風の強い日は山からの吹き返しが

強く、危険物を積んでいるので走行するのが怖

い。 

急ブレーキをかけないよう注意するため、ノロ

ノロ運転となるが、後続車に迷惑をかけている。 
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古江バイパスの供用により、鹿屋市内のニ次救急医療施設への搬送患

者への負担の少ない搬送ルートが確立され、大隅肝属地区の救急医療活

動の充実に寄与する。 
 

■曲率半径別の区間延長

比率  

 

 

 

 

 

 

■線形不良箇所を迂回するルート形成による救急医療活動の充実 

最小曲線半径が小さいカーブが連続する古江坂付近（最小曲線半径 80m 以下のカーブ

が 9箇所存在）を迂回するルートを形成することは搬送患者への負担の少ない安静搬送

を可能とし、大隅肝属地区の救急医療活動の充実が図られる。 
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古江バイパス

国道220号（現道）

～80m 80～150m 150～200m 200m～

効果３：救急医療活動の支援 

鹿屋市内 
２次救急 
施設医療 

救急搬送時の安静輸送と速度の関係 

・「地域の医療を支援する道路整備のあり方研究会

（座長：折田秋田高専教授）」が調査実施 

・カーブの曲率半径と速度の組合せと人体の血圧／

脈拍に関する実験データから、「患者の安静輸送

が可能な領域」と「搬送患者に悪影響を及ぼす領

域」を分類 

・例えば、曲線半径が 50m の場合、速度 30km/h 未

満であれば安静搬送が可能となる 

80m 未満の区間延長が 11% 

40km/h 

80m



道路―１６―１９ 

 

 

古江バイパスの全線供用により、現在、沿道騒音の環境基準を達成で

きていない国道 220 号（鹿屋市白水地区）の交通量が減少し、騒音レベ

ルが低下する。 
 
■沿道騒音レベル（鹿屋市白水地区） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効果４：生活快適性の確保 

資料：交通量推計結果 

資料：H17 国勢調査（人口）、H17 道路交通センサス（交通量） 
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４．事業の投資効果 

（１）事業の目的 

古江バイパスは国道２２０号現道の劣悪な道路線形を改善するとと

もに、円滑な交通処理、沿道環境の改善することを目指しており、本

事業が完成することで鹿屋バイパスから連続するバイパスルートが確

保され、地域の発展に大きく寄与することが期待される。 
 

（２）費用便益分析結果【残事業】 
①便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成２０年度 

供用年 平成２０年度 

初年便益 2.7 億円 0.73 億円 0.29 億円 3.8 億円 

基準年における現在価値（Ｂ） 170 億円 8.4 億円 0.24 億円 179 億円 

②費 用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 59 億円 19 億円 78 億円 

基準年における現在価値（Ｃ） 50 億円 7.1 億円 57 億円 

③評価指標の算定結果（全事業） 
費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ＝３．１ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
 

（３）費用便益分析結果【全事業】 
①便 益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成２０年度 

供用年 平成２０年度 

初年便益 2.7 億円 0.73 億円 0.29 億円 3.8 億円 

基準年における現在価値（Ｂ） 196 億円 17 億円 4.7 億円 217 億円 

②費 用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成２０年度 

単純合計 163 億円 40 億円 204 億円 

基準年における現在価値（Ｃ） 174 億円 17 億円 191 億円 

③評価指標の算定結果（全事業） 
費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ＝１．１ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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５．事業の進捗状況 

（１）事業の経緯 

古江バイパスは平成元年に事業化されたものの、花岡地区の土地改良事

業（圃場整備事業）との用地利用等の調整があったため、工事着手が H13

年になるなど、事業の進歩に遅れを伴った。圃場整備事業完了後は、円滑

な事業手続き及び工事が進捗し、H20 年 3 月には 27 工区が供用開始した。 

 

・H1 年度 事業化 

・H4 年度 用地着手 

・H13 年度 工事着手 

・H19 年度 27 工区部分供用(H20.3.30) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

27工区 26工区 25工区 

 H20.3.30 供用開始 

 

現道 

R220 

ＢＰ× 

大型車 

直進禁止 

R220 

市道市道 

ＢＰ

×
大型車 

右折禁止

※H20.5 から古江バイパスへの大型車流入方向の通行規制開始。 
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（２）事業進捗状況（事業全体、用地補償費） 

○執行済み額及び進捗率 

 

  全体事業費 H19 年度末進捗 進捗率 

事業費 約１７０億円 約１０２億円 約６０％ 

うち用地補償費 約２２億円 約１６億円 約７１％ 

 

（３）今回評価結果 

 

表 今回評価結果 

 前回評価 今回評価 

事業延長 ７．５ｋｍ ７．５ｋｍ 

事業費 約１７０億円 約１７０億円 

供用目標 
Ｈ１９年度 

２７工区供用 

― 

（２７工区供用済み） 

残事業Ｂ／Ｃ ３．２ ３．１ 

全事業Ｂ／Ｃ ２．４ １．１ 
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６．事業の進捗の見込み 

（１）今後の事業進捗の見込み 

古江バイパスの平成１９年度末の事業進捗率は、事業費ベースで約６

０％であり、そのうち用地進捗率や約７１％に達している。 

今後は、古江バイパスの起点を国道 220 号と接続し、鹿屋バイパスと直

結するため、残る工区の早期完成を目標に重点的な整備を進める。 

本事業の推進にあたっては地元や関係機関との協力体制も確立しており、

円滑な事業執行が可能である。 
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（２）地域の協力体制、新聞記事 

・協力体制 

名  称 協 力 内 容 

鹿屋市 建設課 古江バイパス事業関連 

・地元説明会等の住民との連絡調整 

・地元要望等の受付窓口 

・市役所内部等への調整窓口 

 

 ・期 成 会  

名  称 主な構成メンバー 活  動  内  容 

鹿児島県市長会 鹿屋市 

垂水市 

上記の商工会議所等

大隅地域の道路整備の促進及び、道路事業の整備促進

について関係機関に対し積極的な要望活動を実施 

 

平成19年度 

     6月6日 本省要望 

平成20年度 

     6月4日 本省要望 

・鹿屋市開発促進 

 協議会 

・大隅総合開発期 

 成会 

・大隅経済地域開 

 発推進協議会 

鹿屋商工会議所等 

 

鹿屋市、垂水市等４

市５町 

鹿屋商工会議所及び

大隅地域市町商工会

大隅地域の道路整備の促進及び、道路事業の整備促進

について地元や関係機関にとの全面的な協力体制を

確立し、円滑な道路整備の促進を図るための要望活動

を実施 

 

平成19年度 

     7月26日 地整要望 

      8月  9日 本省要望 

平成20年度 

     7月11日 事務所要望 

      7月31日 地整要望 

      8月  1日 本省要望 
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７．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

（１）コスト縮減の対応 

事業実施に当たっては、新技術・新工法の積極的活用、建設副産

物対策により、着実なコスト縮減を図るとともに、早期供用による事業

執行の時間的コストの低減に向け、計画的・重点的な整備により効率

性の向上を図る。 

 

■具体的な実施状況 

※幅員構成の見直し 

【橋梁部で最大 0.6 億円/km、盛土部で最大 0.25 億円/km のコスト縮減】
 

①車道 ：3.50m→3.25m「道路構造令最小値」 

②路肩 ：1.50m～0.75m→0.75m「道路構造令最小値」 

③植樹帯：植樹帯（1.50m）から路上施設帯（0.50m）に変更 

 

（２）対象区間の代替案の可能性 

古江バイパスは劣悪な道路線形を改善するとともに、円滑な交通処理、

走行環境、および沿道環境の改善など総合的な観点から地域の発展を

目的に計画された路線であり、代替案の可能性はない。 
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８．対応方針（原案）  

[事 業 継 続] 
古江バイパスは劣悪な道路線形を改善するとともに、円滑な交通処理、

走行環境、および沿道環境の改善など総合的な観点から地域の発展に寄

与することを目的として整備するものである。 

また、本路線の早期完成を求める声は強く、地元自治体などから積極

的な整備促進要望がなされているところである。 

現在までに、事業進捗率は、事業費ベースで約６０％であり、そのう

ち用地進捗率は約７１％に達しており、引き続き早期の全線完成に向け

て事業推進することにより、鹿屋バイパスと直結したネットワークが形

成され、周辺地域等への整備効果の発現が大きく期待できることから、

全線供用に向けて事業を継続することとしたい。 
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